
付属資料2  

介護労働の現状について   



1 事業所の属性  

○ 訪問系の事業所は民間企業が多く、施設（入所）系の事業所は社会福祉法人が多い。  

○ 訪問系の事業所は、比較的小規模の事業所が多い。  

（1）事業主体  

訪問系  

施設（入所）  

100％  20％  40％  60％  80％  

□民間企業■社会福祉法人（社協含む）■医療法人靂NPO■その他   

（2）事業所規模  

訪問系  

施設（入所）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

⊂コ14人以下 ■15人・－・49人 ■50人以上  

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  1   



2 労働者の属性  

○ 福祉施設介護員やホームヘルパーは、全産業と比較して、女性労働者の比率が高く、勤続年数は  
短い。また、きまって支給する現金給与額も、全産業と比較して低い。  

○ 訪問系の事業所では、非正社員の労働者が多い。  

（1）一般労働者の男女比、平均年齢、勤続年数及び平均賃金  

（出典）平成18年賃金構造基本統計調査（厚生労働省）。調査時点：平成18年7月。  

一般労働者とは短時間労働者以外の労働者であり、正規雇用■非正規雇用を問わない。  

（2）労働者の就業形態  

躯壷社員 

65．0％  34．8％   

言方唐森予  34．3％  65．3％   

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



3 現在の事業所に就職した理由（複数回苔）  

○現在の事業所に就職した理由について、女性労働者は男性労働者と比較して、勤務日暗が短いこと、  

通勤が便利であること、自分の都合の良い時間に働けること、家庭の事情や他の活動と両立がしやす  

いことを理由に挙げる者が多い。  

女性   女性  

海  衰ホ     ヽ∴  18．2％   13．7％  

50．7％   51．9％  

6．8％   8．0％  

ニー     ∴ヽヽ ∴     嘉‡く二  4．0％   墨二空担  

÷L二 ∴宣．♪ 痩知恵彿  20．8％   35．6％  

斗つぺ・          ヽ 人    日  3．3％   14．8％  

濠     知人∴め勧  24．1％   25．1％  

庭の    、鱒三  7．0％   13．7％  

島本  め教義顧  痘   、ミさ三  義   、て，士ぐつ  琵    、rt∴こ与テ  L′‥   ＝与r  3．7％   3．8％  

れた経蛍寿が        、∴ 7．1％   4．6％  

妾め他  7．0％   6．7％  

鳴動な痙由はなし1 10．4％   4．9％   
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（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  



4 労働時間（1週）  

○ 訪問系の事業所は施設（入所）系の事業所と比べ、1週間当たりの労働時間が比較的短い。  

○ 非正社員の約半数は、1過当たりの労働時間が30時間未満である。  

（1）1週間の労働時間数（サービス系別）  

時画以上  

∴∴－1汀三l口  29．7％  66．3％  

こ－こ 

7．8％  88．0％   

（2）1週間の労働時間数（就業形態別）  

（3）業務終了時の退勤の状況（主に訪問介護員）  

○ 直帰する者の割合 正社員：8．5％ 非正社員：42．6％  

（（1）～（3）の出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
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5 賃金や労働時間についての考え方（主として訪問介護員）  

○ 非正社員は、収入が少なくとも都合の良い時間に働ける方が良いと考えている者の割合が高い。  

○ 賃金や労働時間についての考え方（主として訪問介護員）  

。  ※ それぞれの項目について「大いにあてはまる」、「ややあてはまる」と回答した者の割合  

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  5   



6 賃金水準  

○ 平均時間給は訪問介護員が介護職員より高い。  

○ 約4苦り強の訪問介護員（非正社員）は年収103万円未満である。  

（1）短時間労働者（女性）の平均時間給  

ホームヘルパー：1，296円 福祉施設介護員：985円  

（出典）平成18年賃金構造基本統計調査  

金の支払形態が時間給で 2）賃ある者のうち、時間給の水準が千円未満の者の割合  

訪問介護員：20．6％  介護職員：85．6％  

3）正社員である者のうち、年収が300万円以上の者の割合  

訪問介護員：18．5％  介護職員：22．6％  

4）非正社員である者のうち、年収が103万円未満の者の割合  

訪問介護員：42．1％   介護職員：28，1％  

※（2）～（4）の出典：平成18年介護労働実態調査  
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7 離職の状況①  

○ 介護職員の離職率は、全産業と比較して正社員において高い。  

○ 職員の定着率が低いと回答している事業所は、訪問系よりも施設（入所）系の事業所が多い。  

（1）離職率  

全撫 率塵社風 非正社員   

牟草葉畢  16．2％   13．1％   26．3％   

弁醸酸鼻  21．7％   27．3％   

20．3％  

ホ÷｛ル′  ミミi：ホ∴  19．6％   14．0％  

※全産業の出典は「平成18年度雇用動向調査結果（厚生労働省）」  

※全産業については「全体」は「常用労働者」、「正社員」は「一般労働者」、「非正社員」は  

「パートタイム労働者」を指す。   

（2）従業員の定着状況  

（出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）   



7 離職の状況②  

○ 事業所規模が小さいほど、勤続年数が短いほど、離職率が高い。  

（1）事業所規模別離職率（正社員）  

；↓ノ、く   朱キ綽｛ 1PO人以上   

う  34．7％   42．7％   10．5％   

介護醸喪 53．8％   59．8％   16．5％   

（2）経過年数別離職率（正社員）  

（（1）及び（2）の出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  
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7 離職の状況③  

○ 訪問介護員、介護職員とも待遇への不満、職場の人間関係への不満、自分・家庭の事情が離職の  

大きな原因となっている。  

○ 非正社員は、自分・家庭の事情で離職する割合が高くなっている。  

（1）前職を辞めた理由（介護労働者の職種別）  

待遇亘不満 j－… ＝J ＝＝＝     泰  由者妾  痴      腰痛賽藤 新たに資格  貞分■家庭の  その他  

．  事情（結婚・  

金∴、削    ∴ 華ゃ   ー■■ト  

間）ため 、 等）により  

訪問介護   
24．4％   25．8％  1．6％  7．8％  15．2％   29．8％   

⊂コニ 一員  

19．7％   

介護畔鼻   30．4％   25．6％  1．7％  7．2％  9．0％   27．8％   24．5％   

（2）前職を辞めた理由（介護労働者の就業形態別）  

億草！≒不離  新たに資痛∴  眉分・琴庭の  

かあち尭※  討      ÷堂来1シ■■二      専を≠？を 事情（結婚・  

（賃金二骨∴   ヽ  ギ                ∴t一′・一－      ‘ヰJ  出費■転勤  

時間 等）により   

め 

漣社鼻   29．6％   24．9％  1．3％  7．0％  15．5％  25．3％   23．7％   

非年社鼻 21．7％   22．6％  1．7％  7．8％  11．4％  34．9％   22．2％   
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（（1）及び（2）の出典）平成18年介護労働実態調査（（財）介護労働安定センター）  




